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（１年生担任） 川上 麻衣子・平尾 美来

アンケートのご協力を
お願いいたします。

(裏面をご覧ください)

子供の挑戦 子供のつまずき 子供の努力

を支える教師のマインドセットを大切にした実践です

【子供の姿・学びのストーリー】
小学校に入学してから約半年、子供たちは新しい生活に少しずつ慣れながら、自分の興味や関心に基づいて
「やってみたい」や「すき」なことを見つけていきました。虫をつかまえること、花で色水を作ること、掃除を
がんばることなど、それぞれが思い思いの「やってみたい」活動を楽しむ様子がありました。
こうした個の活動は、日々の生活や友達とのかかわりを通して、少しずつ変化していきました。友達の姿に心
が動き、「いっしょにやってみたい。」「わたしもそれをやってみたい。」という声が広がり、一人の「やりた
い」という気持ちが、やがて「みんなでやりたい。」という思いへと育っていきました。

〇話し合いの中で生まれる思い
まず、これからの活動をどのように進めていくか話し合いをしました。初めは、
「バッタをたくさんつかまえたい。」「教室をピカピカにしたい。」など、思い
思いの意見ばかりが出てきましたが、話し合いを繰り返す中で、「時間いっぱい
あきらめずに虫探しをしよう。」「今日は違うやり方で色水を作ってみよう。」
などと思いが変化し、それが同じチームの仲間との共通のめあてとなり、具体的
な活動につながっていきました。

〇振り返りを次の活動につなげる
活動終了後には、めあてに対してどのように活動することができたかという
視点で、振り返りをしました。「最後まで虫を探せたよ。」「花の混ぜ方を変
えたら違う色ができた！」など、自分の体験や友達とのやり取りを話したり、
「もっとこうしてみたい。」「別の方法も試してみたい。」と、活動の工夫や
改善点について考えたりする姿が見られました。
また、活動を振り返る中で、「自分たちがしたことをみんなに伝えたい。」
「他のチームは、どんなことをしているのか知りたい。」と新たな思いが芽生
え、お互いに伝え合い次の活動に生かす姿もありました。

〇協力しながら進める活動
子供たちは、自分たちで決めためあてを意識しながら、活動を進めていきました。
虫取りチームでは、「あっちも探そう！」「虫かごを持っておくから、見つけたら
入れてね。」と声をかけ合いながら、あきらめずに最後まで探す姿が見られました。
掃除チームでは、「ここは私がやるね。」「ぼくはぞうきんをするね。」と自然に
声をかけ合い、協力して教室をきれいにしていました。色水チームでは、「この花
とこの花を混ぜたらどんな色になるかな？」「袋に花と水を入れて手でもんだり、
花を石ですりつぶしたりすると色がよく出るよ。」と、相談しながらいろいろな方
法を試す姿がありました。
どのチームも、自分たちで決めためあてを意識しながら、友達と協力して楽しみ
ながら、活動に取り組むことができました。
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幼小中一貫教育研究だより（カラー版）

幼小中一貫研究だよりをご覧いただきありがとうございます。
学校園ホームページから、カラー版を閲覧できます。

よろしければぜひご覧ください。

学校園ホームページ「幼小中一貫研究だより」URL
https://www.hiroshima-u.ac.jp/fu_mihara/R7kenkyudayori

アンケートフォームURL https://forms.office.com/r/NcyaJhnhN4

幼小中一貫教育研究だよりの
アンケートにご協力ください

幼小中一貫研究だよりをご覧いただきありがとうございます。
子供たちのよりよい学びにつなげるため、

こちらのアンケートにご協力をお願いいたします。

【教師の語り…思いや願い】
〇子供たちの「やりたい！」を大切にする
入学当初は、慣れないことも多く学校生活に不安を抱いている子供もいました。そこで、子供たち自

身の「やりたい」という思いを引き出し、同じ興味をもつ子供とつながることで、学級が安心できる場であ
ると感じてほしいと思い、活動をスタートさせました。「虫をつかまえたい。」「色水を作りたい。」と
いった一人一人の思いを言葉にすることで、自分のやりたいことと向き合い、それぞれが活動のめあてをも
つことができました。また、友達の意見を聞きながら、共通点や相違点を見つけ、「ぼくも〇〇さんみたい
にやってみよう。」「最後まで一緒にやり切りたい。」と、自分の考えを広げる姿も見られました。

〇振り返りを通して学びを広げる
活動の後には、「どんなことができたかな。」「友達と協力できたことはある
かな。」など、視点を明確にして振り返りをしました。自分の体験を言葉にする
ことで、自分の行動を振り返り、次の活動に生かすためです。さらに、「〇〇さ
んがやった方法を、次の時に試してみたい。」と、友達の工夫に気付き、自分の
行動に取り入れようとする姿も見られました。
こうした活動を通して、子供たちは、自分の思いを大切にしながら、友達と一
緒に取り組む楽しさを実感しています。一人のやりたいことが、友達とのかかわ
りの中でみんなのやりたいことに広がり、最後まで粘り強く取り組む力、友達と
協力する力、いろいろな考えを試す力が育ってきました。これからも、子供たち
が友達と協力しながらいろいろな活動に挑戦し、最後までやり抜く楽しさや達成
感を味わうことができるように、見守り支援していきたいと思います。

〇つまずいた時は自分たちで解決する
活動の途中でうまくいかないことや迷いが生じた時には、教師

がすぐに答えを示すのではなく、子供たち自身が考えて解決する
経験を大切にしました。これは、困った時にはまず自分で考え、
友達と協力しながら解決する力を育んでほしいという願いからで
す。どのチームも、友達と声をかけ合いながら何度も相談してい
ろいろな方法を試し、協力して取り組む姿が見られました。


